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コロナ状況により、教室・行事の変更がある場合 
HP にその都度掲載いたします。 

    【目次】 

P2-3 SDGs 啓発 PT 特集  

P4-5 吹田ごみ物語 PT 特集 
 

 

 

P6 さらに 300 号を目指して 

P7 市民研究所通信 

P8 1・2 月行事予定 
 

 
301 号発行！次は 

400 号をめざして 

がんばります。 

12/3 コロナ赤信号点灯！ 3 密回避。加湿。加温。手洗。 

飲食時無言、会話時マスク着用。 不要不急移動自粛。 
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『楽しく、みんなでつくる、 

吹田のＳＤＧｓ！』 

９月１２日、ご存知の様に『くるくるつなが

り広場』が開催されました。１5名の方が参加

され情報交換しました。当プロジェクトの紹介

テーマは“ＳＤＧｓをイメージしてみよう”で

す。三枝さんからは各種カードゲームの紹介と

ミニ体験会、小幡所長からは金沢工業大学が開

発したカードゲームの紹介と設計・狙いの説明、

三木からは学校、企業の取組み事例の紹介と参

加・体験のお薦め、などを行いました。 

 

当日参加できなかった方も、数多くおられる

と思います。今回、現在討議中の内容を含めて

ＳＤＧｓプロジェクトの概要を紹介させて頂

きます。 

 

『みんなで目指したい、３つのゴール』 

ＳＤＧｓプロジェクトが目指す目標は、“地

域の方々に喜ばれる吹田のＳＤＧｓの拠点”に

なれる様に、くるくるプラザの施設と現在の活

動の魅力も活かすことを前提に研究を行い、 

① 近隣の小学生のＳＤＧｓの“学び・取組み

の応援”が出来る様になる。 

② 近隣の方々の暮らしや活動に、ＳＤＧｓの

考えや行動を“取入れたり、楽しんだり”

を応援出来る様になる。 

③ ＳＤＧｓ活動の情報発信・交流拠点になる。 

の３点です。それをみんなで計画して、実践・

達成しようと言う欲張りなプロジェクトです。 

 

さて、最近よく目にする一見難しそうなＳＤ

Ｇｓですが 

『私たち全員が快適に生き続けるための地球

や世界に関することである』 

『身近な活動や行動と結びついている』 

『子どもから大人まで、男女を問わず誰でも参

加・関わっていることである』 

などから、一気に活動の輪が広がっていると思

います。 

こんなＳＤＧｓに、『楽しみ・学び・行動す

る』をスローガンに取組みたいと考えています。 

 

ＳＤＧs 啓発プログラム作成プロジェクトチーム 

市民研究員 三木 八郎・三枝 茂 
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『必要な行動って、何だろう？』 

現在、ＳＤＧｓプロジェクトは出発したばか

りで何も決まっていません。「この３つの目標

に向かってこれからどの様に行動するのか？」

を話合い、決定し、行動するためにスタートし

たばかりです。大まかには、次の様な方向の活

動とその準備の意見交換を開始しています。 

 

〇「子どもたちのＳＤＧｓの学びと実践を応援

出来るプログラムづくり＆サポートの準備」 

 子どもたちにＳＤＧｓを分かりやすく伝え

て、身近な課題への取組みをサポートするため、

学習プログラム情報・事例の収集からスタート、

その応用・活用方法を考えます。 

 近隣の学校からは「一緒に研究を」と声を掛

けて頂いていて、この機会も活用します。 

（将来は「くるくるプラザらしい学習プログ

ラム」づくりまで行ければ最高です。金沢工業

大学のカードゲームには独自プログラム作成

への連動が意識されている様です。） 

 

〇「全員（プロジェクトメンバーに限らず）が

ＳＤＧｓの理解を深めるための計画と行動」 

 学校や企業の取組み事例やプログラムへの

体験・参加は理解を助けてくれます。また例え

ば、ＳＤＧｓカードゲームという教材がありま

す。仮の世界を想定、私たちの行動がＳＤＧｓ

１７目標を含め社会に与える影響は？行動相

互の関係は？などを体験型のゲームを通じ、自

らの行動のあり方に気づいたり発見するプロ

グラムです。勿論、ＳＤＧｓへの深い理解も促

進します。 

この様な参考プログラムの情報収集・紹介、

体験を積極的に行う事も、検討しています。 

２月６日（土）に講師を招いてＳＤＧsカー

ドゲームを実際に体験する講座を予定してい

ます。是非ご参加ください。 

 

〇「くるくるプラザの方々がＳＤＧｓを意識し

たり、取入れていただくためのサポート活動」 

 くるくるプラザの各工房や他のプロジェク

ト活動で、ＳＤＧsを意識してもらったり取入

れてもらったりするためのサポートも準備し

たいと考えています。 

グループでの話合いを円滑にして一層成果

を高めるための様々な工夫・手法も研究されて

います（例えば、ワークショップの進め方など）。

それらに触れて頂く機会も提供出来ればと考

えています。またご意見をお聞きして準備を進

めます。 

 

以上、まだまだスタートラインに立ったばか

りです。関心のある方のご参加をプロジェクト

全員がお待ちしています。『一緒に楽しいＳＤ

Ｇｓ活動づくりをしましょう』 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

【エピローグ】 

『はじめは、“何する？”からでした』 

 

最初は、『楽しい』『何かに貢献する』『多く

の方の関心を集める』ことを目標に何か計画、

行動したいと（多分）考えていた見知らぬ３人

が集まりました。その時は、まだＳＤＧｓの名

前は挙がっていません。その後くるくるプラザ

が、“多くの市民の方が活動する地域のエコの

拠点”であることや“今までの活動例も参考に

する”“子供を含め極力多くの方に関わって欲

しい”などの意見・考えをベースに話合った結

果、“ＳＤＧｓプロジェクト”が立ち上がりま

した。“今が旬のテーマ”との魅力もあります。

『乞う、ご期待！』です。

SDGｓを理解する為のツールとして代表的な活用出来る代表的なカードゲームの特徴

ゲーム名 2030SDGｓ SDGｓ地方創生 SDGｓアウトサイドイン SDGｓカードゲームX（クロス）

人数目安 5人～50人 6人～４０人 6人～48人 2～3人の複数のチームで行う

時間 2～3時間（解説含む） 2～3時間（解説含む） ３～5時間（解説含む） 2時間～1日（解説を含む）

対象 世界 日本国内 企業 現状から新たな切り口を考える

体験後 本質理解 問題理解 企業協業 事業立案

方向性 行動変容 行動変容 新事業拡大 商品開発

ゲーム観 抽象的 具体的 ビジネスモード 問題提起

他にもSDGｓババ抜きゲーム・SDGｓボードゲーム・ゴーゴーゴールズすごろくゲームがあります  
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 このプロジェクトは、今年度 4年目にあたり PT

活動の区切りをつけたいと思っていました。 

今年度内に調査・研究成果をまとめて「吹田ごみ

物語編集 PT」を終了します。 

 ただし、来年度から新しい研究テーマの下に PT

名も一新して活動します。 

 各メンバーが 4年間の取り組んだテーマを中心

に次年度に向けての思いも含め記してもらいます。 

 

 
吹田市では今､生ごみは回収していません。これ

は､家庭の生ごみ処分は分別等が大変､特に保管中

にウジ発生がして一層”大変“なので、「利便性を

求める消費者の多くが選択したのは、生ごみを従

来通り可燃ごみとして出す事だった」からです。 

しかし生ごみを有効利用

（リサイクル）した場合に

は、2大メリットが生じる

のです。第 1に吹田市のリ

サイクル率は現状の約 

16％が最大 48％へ向上し、

第 2にメタンガス化によ

り電力等の新バイオエネ

ルギーを創出できるのです。 

リサイクル率については生ごみをリサイクルし

た時､ごみ分別数に比例して諸都市のリサイクル

率は 30-84％へと向上することが分かりました。 

また新バイオエネルギーに関しては、多くの自

治体や企業が実用化開発を開始しており、京都市

では 2019年 9月に目標 600万 kWh/年のメタンガ

ス発酵発電所をスタートさせました｡又企業では

1,000～2,000万 kWh/年目標の発電所も出始めて

います。一方原料については、自治体では生ごみ

が、企業では食品残渣が主流であり、可燃ごみ＋

生ごみを無分別回収して工場で機械選別する方式

も、自治体・企業の双方で開発中です。生ごみは

是非リサイクル（有効利用）すべきです。 

 最後に、自治体が本プロセス事業化を考える場

合、以下の問題点の検討は必須と考えられます。 

生ごみの分別・回収方法、バイオ原料の確保、 

ごみ処理施設の設置場所の確保、ごみ処理施設の

製造・設置・運営の確定、資金の確保 

 しかし､いずれも吹田市単独での対応は難しく､

国・府県等との広域連携は必須と考えられます。 

 最近上記問題点に対して、以下のドンピシャの

国の対応策が発表されました。 

2019年環境省通知（環循適発第 0903293号）｢持

続可能な適正処理の確保に向けたごみ処理の広域

化及びごみ処理施設の集約化について｣です｡ 

[この主旨]府県が主体となり市町村と密に連携し

て計画を推進し整備を進める。完成後のごみ処理

施設は ①地域産業振興のインフラの核とする②

災害時の防災拠点として活用する ③環境教育･学

習の場として提供する、等を図ることです。  

“これをＮＡＴＳの共同事業として活用できない

か？”と考え、吹田市に提案している所です。 

 

「すてるをなくす」というフレーズはメルカリが

創業時から使っており知っている方もいらっしゃ

ると思います。吹田市のごみ問題にあてはめた場

合、‘プラスチック’と‘生ごみ’について「すて

るをなくす」ことができれば勲章モノだなと思っ

ており、その両方のテーマを我が‘吹田ごみ物語

PT’で採り上げていることは個人的には密やかな

プ チ自慢のひとつです。 

 私事で恐縮ですが、大阪南部で

一人暮らしをしている母親が 10

月初めに入院してしまいました。

実家のどこに何があるかわから

ずに何かと苦労しているのです

が、ある時、台所のスミに使い終えたプラスチッ

クのトレーや容器を洗って保管しているのを見つ

けてしまいました。年をとってもちゃんと分別を

してごみ出ししようとしていることがわかってエ

ライなと感動しましたが、

『「吹田ごみ物語」編集ＰＴ』からの発信 

茶園征也 

生ごみの再生利用 ～今なぜ「生ごみ」か ～ 

        三沢輝起 

 

プラスチック  ～「すてるをなくす」 

2021年度に向けて ～    平木徳弘 
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翻って自分も含め吹田市民はプラスチックごみを

燃えるごみとしてひとまとめで出しており、ある

意味、怠慢だなあと感じた次第です。 

 吹田市のように容器包装のプラスチックごみを

分別していないのは、大阪の主要２２市町村のう

ち５市町村（吹田、高槻、茨木、箕面、羽曳野）

だけです（18年 3月現在）。加えて、国の方では

容器包装プラスチックだけでなく、製品プラスチ

ックも一体的に自治体が回収することを現在検討

しており、この 12 月にはパブコメが締め切られ、

2021年には規制化などが検討される予定です。今

のままでも吹田市はすでに周回遅れなのですが、

このまま放っておくと 2周遅れになるかもしれま

せん。 

 2021年度は吹田市当局とのコミュニケーション

をさらに深めながら、この大きな問題についてど

こから誰が何に手を付けていったらいいのか、活

動の強力な助っ人を探しながら、市民目線を忘れ

ずに行動していければと思います。このプラスチ

ック問題にご関心のある方は、いつでもお声がけ

いただければ幸いです。  

 

市民による研究活動 

 市民への活動に期待が

集まり、そのパワーが持続

可能な社会作りを担って

いくことを考えれば、行政

との関係は、市民自らが

「是は是、非は非」にして

いく必要があり、要求主導ではなく、「提言」を通

した参加が求められています。ではこの「提言」

をしていくためには、どうすればよいでしようか。

問題意識を持った市民の主張が他の市民にも受け

入れられ、納得できるものであること。もう一つ

は、その判断が単なる「地域エゴ」にすぎないと

のレッテルを貼られないようにすることです。そ

のためには、「官僚的」または「専門的」な知＝見

解・解釈に対して議論し、発言する力を持たなけ

ればなりません。それは、「生活を通した知識・問

題意識」を元にした「市民による研究」を行わな

ければ獲得できないものであると考えます。 

ごみ問題は、国の施策だけでなく、自治体、事

業者と市民による―連携・協働を通して、社会的

ルールを確立すると共に、生産・販売・流通をも

巻き込んでいくことで解決の糸口がつかむことが

出来ます。何より、自治の主人公である市民の意

識・行動が鍵となり、その市民には、同じ市民の

目線を持つカウンセラー的相談相手が絶対必要で

す。なぜなら、問題解決等の情報や進路で悩み、

苦しむ姿が多く見られるからです。そういった不

満や悩みに寄り添っていくのが私達市民研究員だ

と考えています。さらに、自らのスキルアップを

図りつつ、地域や市民団体、学校等が行う環境保

全活動や環境学習に対し、課題の解決に向けて適

切な助言を行うと共に、地域の環境パ―トナ―シ

ップ形成等、環境保全を牽引していくことが期待

されており、この推進こそが重要です。          

 

「ごみ物語改訂版」の編集会議として開始され

たこの PTですが、紆余曲折を経ました。 

初版から 20年を経ての改訂版の編集です。ごみを

巡る環境も大きく変化しましたが、何よりもメデ

ィア環境が激変し、あらゆる情報の収集から発信

までインターネットへの依存が強まりました。そ

の結果、改訂版については、情報をデジタル化し

てデータを保存、発信し、紙媒体は利用しないこ

とにしました。これは時宜にかなった画期的な決

定でした。 

まず、普段の編集会議の様子を発信する

Facebookの立ち上げを 2018年に開始しました。

しかし、送り手も受け手もその活用ができないま

までした。いよいよ、改訂版の作成に入る 2019年

秋にブログを立ち上げました。これも初年度は、

制度的な調整もできず、十分に活用はできなかっ

たのですが、本年に入り、次第に研究員の報告が

アップされ、外部からのアクセスも増加していま

す。 

さらに、2020年夏からは、関西大学の学生たち

の参加を得て、より柔軟な情報発信を進めていま

す。彼らのアイデアにより、ブログと Facebook、

さらに簡易な HP

の作成と、それを

有機的につなげて

いく方向を模索中

です。そして何よ

りも市民研究員自

身に、この新しい

道具を活用する意

欲と能力のさらな

る高まりが望まれ

ています。

私が考える市民活動 

        山下宗一 

 

情報のデジタル化、SNSの活用について 
           黒田 勇 

 

発表会風景 
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新しい１号の始まりに 

 

 「しみんけんきゅうニュース」が通算で 300号 

を重ね、本号はそれを受け継ぐ新世紀の第 1号と 

いうことになります。 

 これまでの流れについては 300号で大垣さんに

よる丁寧な解説があり、研究所の活動に少しでも

触れた方々にはある種の感慨がわいたに違いあり

ません。 

 私たちの活動はある意味で「新しさ」を常に求

めないとならない面と、これまでの「積み重ね」

に重い意味を見出さないとならないという 2つの

相反するような面があります。大げさな表現を借

りれば温故知新というようなことです。300号ま

でがあってのこれからだということを忘れる訳に

はいかないのです。 

 
ところで実際は 

 

 すでにご存じのように持続型社会に向けた生活

や生産と消費の社会体制づくりが叫ばれて久しい

のですがこれがなかなか難しいのです。 

 私の住まいから 15分ほど歩くと金属廃品回収

業者の広い作業場があり時々遊びに行くのですが、

電子レンジやステレオセットなどでは私の家で使

っているものより新しいものが捨てられ回収され

て山のように積まれている光景にまず驚かされま

す。まだ使えるのがたくさんあるよ、とのことで、

見るほどに納得がいく言葉です。 

 

 
 

 これは以前にプラザから見学に訪れた衣料品の

処理事業所で裁断のために積み上げられているＴ

シャツのほとんどが私のＴシャツよりきれいなの

に気づいた際の驚きと同じです。 

 これからの大掃除で「まだ使える」ものが大量

に出ます。それをなぜ「捨てる」のでしょうね？

みなさんのご家庭ではいかがですか？ 

 
それなら私は 

 

 持続型社会の実現を目標としているのが現在の

生活社会だとすると、その見直しのためには「ご

みをどうするのか」という問いかけは毎日のこと

であるだけにとても有効な場面なのですが、それ

を我が事として市民が意識するにはまだまだ高い

壁があるのが事実です。 

 先に公刊された研究報告書第 27巻でもごく簡

単に触れたことですが現在の吹田市のごみに関す

る基本政策は対象期間を平成 18年度から平成 32

年（つまり令和 2年）度とする吹田市一般廃棄物

処理基本計画（すいたごみプラン）にルーツがあ

ると言えます。ここで再録するとその基本方向は

次のように示されています。 
 

目指す 4つの基本方向 

 

① 発生抑制を優先する社会への転換 

② 多くの市民が参加できるリサイクルシステムの構築 

③ 排出者責任の確立と事業系ごみの減量促進 

④ リサイクルや適性処理等に適した収集体制や施設の整

備 

 

 どうですか、いま全国で叫ばれていることとほ

とんど同じことではありませんか？ 4方向のう

ち 3方向はごみを出す側への問題提起で、同様の

ことが今も続いているということになります。 

 では出す側はどれほどそれに応えているのかは、

全国のプラザと類似の施設に共通しているカルチ

ャーセンター化という現象が物語っています。ご

みへの関心は市民からずっとずっと遠くなりつつ

あるのが実情なのです。 

 ①から③までは出す側の努力次第、というより

出す側にしかできないことでもあるのです。 

 それなら私は何をするのでしょう？ この問い

かけをもっともっと広げないといけません。
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市民研究所通信 

 
 

 
 私たちの社会は、経済活動の発展とともに大量

生産・大量消費・大量廃棄の社会となりましたが、

こうした「使い捨て社会」を変えていくための最

初の一歩として「リサイクル」が進められてきま

した。 

「リサイクル」という言葉が頻繁に使われるよ

うになったのは、平成 3年（199１年）頃からとい

われています。ごみの減量と再資源化を進めるキ

ーワードとして、今でいう「リユース」を包含し

た概念として「リサイクル」という言葉が使用さ

れてきました。 

 

リサイクル＝再生利用 

 
 しかし、「リサイクル」だけでは資源の枯渇や二

酸化炭素の排出をとめることはできないことから、

平成 11年（1999年）から 3R【リデュース（発生

抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利

用）】ということが国から提唱され、「リサイクル」

という言葉は「再生利用」という狭義の意味合い

で使用されるようになりました。平成 15年（2000

年）循環型社会形成推進基本法で、発生抑制、再

使用、再生利用の優先順位が示され、「3R」がスロ

ーガンとして使用されるようになり、「3R」という

言葉も徐々に広がってきています。 

最近では、「リサイクル」より優先順位が高い「リ

デュース」、「リユース」の「2R」を積極的に推進

する動きが強くなっています。 

 

正確な理解を進めるために 

 

「リサイクル」という言葉が、現在でも広義で

使用されている場合がありますが、特に子どもた

ちへの説明で、ことばを二重に使用することは避

けるべきではないかと考えます。 

 循環型社会を推進する立場から正確な理解を普

及するため、「リサイクル」という言葉を「再生利

用」という狭義の意味で使用していきたいと考え

ておりますので、市民研究員の皆さんもご協力を

よろしくお願いします。 

 

 
12月、コロナウィルス感染拡大の影響で大阪府

ではレッドステージが点灯しましたが、その少し

前、手作りおもちゃと環境 PTと市民とお店をエコ

でつなぐ PTによる「プラザで遊ぼう！」を開催し

ました。 

2 組の親子が、いらなくなったアナログカメラ

のフィルムケースや紙パックを利用した万華鏡を

作ったり、風呂敷やバンダナの包み方を学んだり

しました。小学校低学年の子ども達は風呂敷の端

と端とを結ぶのが難しく、先ずは 2 色の紐を使っ

て真結びから練習。保護者の方々もボトルの包み

方や、2 冊の本の結び方など、子どもたちより真

剣に取り組み、笑顔で帰って行かれました。 

 

 

 

11月 28日「プラザで遊ぼう！」開催 

橋本 洋子 

「リサイクル」 

という表現を正確に使用しましょう 

専務理事・事務局長 山口耕右 
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市民研究所カレンダー 

 

日 曜 催し 時間・場所 備考 日 曜 催し 時間・場所 備考

1 金 休館日 1 月 休館日

2 土 休館日 2 火

3 日 休館日 3 水

4 月 休館日 4 木

5 火 5 金

6 水 6 土

7 木 7 日

8 金 8 月 休館日

9 土 第10回代表者会議
13：15～

プラザ講義室

主担・代表者・

事務局
9 火

10 日 10 水

11 月 休館日 成人の日 11 木 休館日 建国記念の日

12 火 休館日 振替休館 12 金

13 水 13 土

14 木 14 日 休館日 電気点検

15 金 15 月 休館日

16 土 16 火

17 日 17 水

18 月 休館日 18 木

19 火 19 金

20 水 20 土

21 木 21 日

22 金 22 月 休館日

23 土 23 火 休館日 天皇誕生日

24 日 24 水

25 月 休館日 25 木

26 火 26 金 第５回研究運営委員会
くるくるプラザ

またはZoom
主担・事務局

27 水 27 土 定例会 プラザ エコ体験PT

28 木 28 日

29 金 環境学習展示発表会
9：00～22：00

千里ニュータウンプラザ
●

30 土 環境学習展示発表会
9：00～22：00

千里ニュータウンプラザ
●

31 日 環境学習展示発表会
9：00～15：00

千里ニュータウンプラザ
●

※予定は、変更する場合があります。

　研　究　所　1　月　の　予　定 　研　究　所　2　月　の　予　定

は、資源リサイクルセンター（くるくるプラザ）の休館日です。●は、一般の方も参加できます。詳しくはプラザまで。

2/6

研修講座③ 10：00より

第11回代表者会議 13：15より

場所：プラザ講義室


